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寿
都
町
は
北
海
道
の
南
西

部
、
小
樽
と
函
館
の
ほ
ぼ
中
間

に
位
置
し
、
日
本
海
に
面
し
た

人
口
約
２
，
６
０
０
人
、
総
面

積
約
95
平
方
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
、

半
円
を
描
い
た
豊
か
な
海
「
寿

都
湾
」
の
恵
み
を
受
け
、
湾
を

囲
む
よ
う
に
形
成
さ
れ
た
集
落

が
点
在
す
る
港
町
で
す
。

　

海
の
恵
み
を
も
た
ら
し
た
豊

か
さ
に
よ
り
、
縄
文
時
代
か
ら

人
々
が
暮
ら
し
て
き
た
遺
跡
が

発
掘
さ
れ
、
江
戸
時
代
の
記
録

に
も
地
名
が
記
さ
れ
て
い
る
な

ど
、
古
く
か
ら
栄
え
て
き
た
痕

跡
が
見
受
け
ら
れ
ま
す
。

　

ニ
シ
ン
を
始
め
、
サ
ケ
、
マ

ス
、
ア
ワ
ビ
や
ナ
マ
コ
な
ど
の

豊
富
な
資
源
は
、
江
戸
の
中
期

以
降
、
北
海
道
、
東
北
、
北
陸
、

関
西
を
繋
い
だ
北
前
船
で
人
と

富
を
寿
都
町
に
運
び
ま
し
た
。

　

明
治
期
に
は
短
い
期
間
で
は

あ
り
ま
し
た
が
支
庁
が
置
か
れ

る
な
ど
、
重
要
な
経
済
拠
点
で

あ
っ
た
こ
と
が
う
か
が
え
ま

す
。

　

漁
業
で
栄
え
て
き
た
寿
都
町

は
、
現
在
も
漁
業
と
水
産
加
工

業
が
主
要
産
業
で
、
新
鮮
な
魚

介
類
と
、
代
々
受
け
継
が
れ
て

き
た
技
法
に
よ
る
水
産
加
工
品

の
数
々
が
町
民
の
み
な
ら
ず
、

日
本
全
国
で
親
し
ま
れ
食
卓
に

並
ん
で
い
ま
す
。

　

春
の
小
女
子
漁
で
と
れ
る
し

ら
す
丼
、
ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
ィ
ー

ク
か
ら
７
月
に
か
け
て
は
屋
外

Ｂ
Ｂ
Ｑ
に
も
ピ
ッ
タ
リ
な
寿
か

き
、
秋
に
は
脂
の
の
っ
た
秋
鮭

と
ホ
ッ
ケ
を
焼
き
物
に
、
冬
に

は
お
鍋
で
食
べ
た
い
あ
ん
こ
う

と
四
季
を
通
じ
て
寿
都
の
海
の

幸
を
味
わ
っ
て
い
た
だ
け
ま
す

の
で
、
ぜ
ひ
寿
都
町
へ
お
い
で

く
だ
さ
い
。

〇
グ
ル
メ

・「
寿
か
き
」

　

寿
か
き
は
春
の
雪
解
け
水
が

運
ん
だ
ミ
ネ
ラ
ル
が
餌
と
な
っ

た
プ
ラ
ン
ク
ト
ン
で
ぷ
っ
く
り

と
育
ち
、
５
月
か
ら
７
月
に
か

け
て
旬
を
む
か
え
ま
す
。
寿
都

の
き
れ
い
な
海
で
育
つ
た
め
臭

み
が
少
な
く
、
あ
っ
さ
り
食
べ

ら
れ
る
と
評
判
で
す
。
い
ま
で

は
Ｂ
Ｂ
Ｑ
に
欠
か
せ
な
い
ア
イ

テ
ム
と
な
っ
て
い
ま
す
。

・

「
寿
都
ホ
ッ
ケ
飯
」

　

ア
ツ
ア
ツ
の
鉄
板
ご
飯
の
上

に
寿
都
産
ほ
っ
け
の
か
ば
焼
き

と
錦
糸
卵
を
の
せ
た
新
ご
当
地

グ
ル
メ
で
、
後
か
ら
か
け
た

タ
レ
が
鉄
板
で
ジ
ュ
ッ
と
響

き
、
美
味
し
い
香
り
が
届
き
ま

す
。
す
ぐ
に
食
べ
て
よ
し
、
少

し
待
っ
て
お
こ
げ
を
楽
し
む
の

も
よ
し
、
セ
ッ
ト
の
旬
の
お
刺

身
と
小
鉢
、
汁
物
も
つ
い
て
ボ

リ
ュ
ー
ム
も
十
分
で
す
。

〇
イ
ベ
ン
ト

・
寿
都
御
朱
印
め
ぐ
り

　

町
に
点
在
す
る
神
社
仏
閣
の

う
ち
、
８
つ
の
寺
院
と
１
つ
の

神
社
を
廻
る
寿
都
御
朱
印
め
ぐ

り
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
御
朱

印
を
い
た
だ
く
時
に
は
、
各
社

寺
の
雰
囲
気
や
伽
藍
に
施
さ
れ

た
彫
刻
の
美
し
さ
な
ど
を
感
じ

て
い
た
だ
け
る
と
思
い
ま
す
。

め
で
た
い
町
名
と
し
て
も
有
名

な
「
寿
の
都
（
こ
と
ぶ
き
の
み

や
こ
）
寿
都
」
に
ち
な
み
幸
せ

と
長
生
き
を
願
う
と
と
も
に
、

歴
史
文
化
を
感
じ
て
み
て
く
だ

さ
い
。

　

ま
た
、
御
朱
印
と
ス
タ
ン
プ

を
集
め
て
特
産
品
な
ど
が
当
た

る
ラ
リ
ー
の
開
催
も
あ
り
ま
す

の
で
、
道
の
駅
み
な
と
ま
～
れ

寿
都
で
販
売
中
の
オ
リ
ジ
ナ
ル

御
朱
印
帳
を
手
に
街
歩
き
を
楽

し
ん
で
み
て
は
い
か
が
で
し
ょ

う
か
。

〇
寿
都
町
公
式
マ
ス
コ
ッ
ト

キ
ャ
ラ
ク
タ
ー　

「
風
太
」

　

寿
都
町
出
身
の
漫
画
家　

本

庄　

敬
（
ほ
ん
じ
ょ
う
け
い
）

先
生
に
デ
ザ
イ
ン
い
た
だ
い
た

マ
ス
コ
ッ
ト
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
風

太
く
ん
は
、
風
を
体
い
っ
ぱ
い

に
受
け
、
髪
を
な
び
か
せ
な
が

ら
空
を
自
由
自
在
に
飛
び
回
る

わ
ん
ぱ
く
坊
主
の
風
の
妖
精
で

す
。
風
の
ま
ち
寿
都
の
強
風
を

受
け
、
さ
ら
に
元
気
に
ま
ち
を

Ｐ
Ｒ
し
て
く
れ
て
い
ま
す
。
オ

リ
ジ
ナ
ル
グ
ッ
ズ
は
道
の
駅
み

な
と
ま
～
れ
寿
都
で
取
り
扱
っ

て
い
ま
す
。

〇
定
住
促
進

　

町
内
中
小
企
業
の
労
働
力
確

保
を
目
的
と
し
て
、
新
規
で
従

業
員
を
雇
用
し
た
企
業
に
育
成

奨
励
資
金
を
交
付
す
る
労
働
者

育
成
支
援
事
業
と
、
町
内
企
業

に
６
か
月
以
上
就
職
し
た
新
規

就
業
者
（
Ｕ
、
Ｉ
タ
ー
ン
）
に

対
し
、
奨
励
金
を
交
付
す
る
ふ

る
さ
と
就
職
促
進
奨
励
交
付
金

制
度
を
設
け
て
い
ま
す
。

〇
風
力
発
電
施
設

　

全
国
有
数
の
強
風
地
帯
と
い

う
特
性
を
活
か
し
、
平
成
元
年

に
全
国
で
初
め
て
自
治
体
と
し

て
風
力
発
電
を
開
始
、
現
在
は

12
基
の
風
車
が
稼
働
し
て
い
ま

す
。
町
の
シ
ン
ボ
ル
と
し
て
今

日
も
風
を
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
変

え
、
生
み
出
さ
れ
た
売
電
収
入

は
産
業
振
興
や
医
療
福
祉
の
充

実
、
環
境
保
全
な
ど
、「
豊
か

な
ま
ち
づ
く
り
」
の
た
め
に
還

元
さ
れ
て
い
ま
す
。

○
寿
都
温
泉
ゆ
べ
つ
の
ゆ

　

令
和
７
年
12
月
に
30
周
年
を

迎
え
た
寿
都
温
泉
ゆ
べ
つ
の
ゆ

は
、
血
行
を
良
く
す
る
と
さ
れ

る
塩
化
物
泉
と
美
肌
効
果
の
あ

る
硫
黄
泉
の
２
つ
の
泉
質
が
楽

し
め
る
天
然
温
泉
で
、
体
が
温

ま
り
、
肌
も
す
べ
す
べ
に
な
る

と
評
判
で
す
。

　

ゆ
っ
た
り
と
く
つ
ろ
げ
る
大

広
間
や
食
堂
、
地
元
の
特
産
品

を
豊
富
に
取
り
そ
ろ
え
た
売

店
、
隣
接
す
る
コ
テ
ー
ジ
に
は

大
人
数
で
宿
泊
す
る
こ
と
も
で

き
ま
す
。
心
身
と
も
に
リ
ラ
ッ

ク
ス
す
る
最
高
の
リ
ラ
ク
ゼ
ー

シ
ョ
ン
タ
イ
ム
を
求
め
て
、
町

内
に
限
ら
ず
遠
方
か
ら
の
お
客

さ
ん
に
も
利
用
さ
れ
て
い
ま

す
。

〇
道
の
駅
み
な
と
ま
～
れ
寿
都

　

漁
港
に
隣
接
し
た
道
の
駅
と

し
て
も
有
名
な
み
な
と
ま
～
れ

寿
都
は
、
寿
都
町
の
中
心
街
に

あ
り
、
一
段
高
く
な
っ
た
館
内

か
ら
寿
都
湾
を
眺
め
な
が
ら
、

丁
寧
に
ハ
ン
ド
ド
リ
ッ
プ
す
る

コ
ー
ヒ
ー
や
ス
イ
ー
ツ
と
共
に

ゆ
っ
た
り
と
し
た
時
間
を
過
ご

し
て
い
た
だ
け
ま
す
。

　

地
場
産
食
材
を
使
っ
た
オ
リ

ジ
ナ
ル
グ
ル
メ
も
評
判
で
、
ブ

リ
の
コ
ン
フ
ィ
や
ほ
っ
け
の
か

ば
焼
き
、
う
に
丼
な
ど
、
食
材

を
活
か
し
た
お
食
事
を
ご
用
意

し
て
い
ま
す
。

　

お
土
産
に
も
ぴ
っ
た
り
な
町

内
の
水
産
加
工
会
社
や
お
菓
子

屋
さ
ん
が
作
っ
た
地
場
産
品
も

豊
富
に
取
り
そ
ろ
え
て
い
ま

す
。

〇
弁
慶
岬

　

義
経
・
弁
慶
伝
説
で
は
、
奥

州
か
ら
逃
れ
た
義
経
一
行
は
蝦

夷
地
に
渡
り
こ
の
地
に
滞
在

し
、
援
軍
の
報
を
聞
い
た
弁
慶

は
、
岬
の
先
端
に
立
ち
同
志
の

到
着
を
待
ち
わ
び
て
い
た
・
・
・

　

援
軍
を
待
つ
弁
慶
を
再
現
し

た
銅
像
が
立
つ
弁
慶
岬
は
、
毎

年
多
く
の
方
が
立
ち
寄
る
休
憩

ス
ポ
ッ
ト
で
、
写
真
愛
好
家
の

間
で
は
夕
日
の
ス
ポ
ッ
ト
と
し

て
も
有
名
で
す
。

　

弁
慶
像
を
か
す
め
て
落
ち
る

太
陽
の
は
か
な
さ
は
、
さ
な
が

ら
タ
イ
ム
マ
シ
ン
、
悠
久
の
歴

史
ロ
マ
ン
を
感
じ
さ
せ
て
く
れ

ま
す
。

〇
寺
社
仏
閣

　

ま
ち
に
は
14
の
寺
院
と
９
の

神
社
が
点
在
し
て
い
ま
す
。

　

ニ
シ
ン
漁
で
栄
華
を
極
め
た

頃
、豊
漁
や
舟
の
安
全
を
願
い
、

夢
を
求
め
て
出
稼
ぎ
に
来
た

人
々
が
遠
い
故
郷
を
思
う
、
そ

ん
な
さ
ま
ざ
ま
な
願
い
や
思
い

が
込
め
ら
れ
各
地
に
神
社
仏
閣

が
建
て
ら
れ
ま
し
た
。

　

重
要
な
文
化
遺
産
「
寿
都
神

社
」
や
５
つ
の
寺
院
が
立
ち
並

ぶ
寺
町
通
り
な
ど
、
歴
史
や
文

化
を
感
じ
ら
れ
る
名
所
に
も

な
っ
て
い
ま
す
。

〇
歴
史
的
建
物

　

ニ
シ
ン
漁
で
栄
え
た
明
治
時

代
に
建
て
ら
れ
、
北
海
道
有
形

文
化
財
に
指
定
さ
れ
て
い
る
カ

ク
ジ
ュ
ウ
佐
藤
家
、
国
の
史
跡

郡
に
認
定
さ
れ
て
い
る
橋
本
家

（
旧
鰊
御
殿
）
が
現
存
し
て
お

り
、
栄
華
を
誇
っ
た
時
代
の
貴

重
な
資
料
が
保
管
さ
れ
て
い
ま

す
。

　（美谷稲荷神社）

　

寿
都
町
で
は
、
ふ
る
さ
と
応
援
寄
付
金
を
し
て
い
た
だ
い
た

方
に
感
謝
の
気
持
ち
を
込
め
て
、
寿
都
町
の
特
産
品
を
お
贈
り

し
て
い
ま
す
。

　

お
刺
身
ホ
タ
テ
や
い
く
ら
の

醤
油
漬
け
、
海
の
恵
み
を
活
か

し
た
水
産
加
工
品
、
町
内
の
お

菓
子
屋
さ
ん
が
作
っ
た
自
慢
の

銘
菓
、
季
節
限
定
の
ミ
ョ
ウ
バ

ン
不
使
用
塩
水
う
に
や
ほ
っ
け

の
飯
寿
司
な
ど
、
幅
広
い
特
産

品
を
取
り
そ
ろ
え
て
い
ま
す
。

　

詳
細
に
つ
い
て
は
、
ま
ち

の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ま
た
は
ふ

る
さ
と
納
税
ポ
ー
タ
ル
サ
イ

ト
「
ふ
る
さ
と
チ
ョ
イ
ス
」

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

（
担
当　

総
務
財
政
課
総
務
係

☎
０
１
３
６
‐
６
２
‐
２
６
２
０
）

寿すっ
つ都
町
の
ご
紹
介

観
光
ス
ポ
ッ
ト

観
光
ス
ポ
ッ
ト

市
町
村
か
ら

市
町
村
か
ら

●お問い合わせ　
寿都町役場　〒０４８－０４０６　北海道寿都郡寿都町字渡島町１４０番地１
ＴＥＬ：０１３６－６２－２６０２　ＦＡＸ：０１３６－６２－３４３１

E-mail：info@town.suttu.lg.jp
公式ホームページ：http://www.suttu.lg.jp

※
掲
載
さ
れ
て
い
る
イ
ベ
ン
ト
情
報
は
諸
事
情
に
よ
り
開
催
日
程
の
変
更
、
中
止
の
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

ふ
る
さ
と
納
税

ふ
る
さ
と
納
税

「
か
ぜ
の
ま
ち
　
寿
都
町
」

移
住
等
に
つ
い
て

移
住
等
に
つ
い
て

　　（寿都神社）　（恵比寿神社）

橋
本
家
（
旧
鰊
御
殿
）

寿都町へのアクセス
URL：http://www.suttu.lg.jp

札幌市から
約 150km、車で約 180 分
小樽市から
約 100km、車で約 120 分
函館市から
約 140km、車で約 170 分
ニセコ町から
約 60km、車で約 60 分
新千歳空港から（有料区間）
約 180km、車で約 150 分

お礼の品の一例
ふるさと納税
QR コード
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令和７年度定時会員総会議案 （一部抜粋）

令和８年３月１１日に令和７年度定時会員総会を行います。詳細はホームページに掲載されております。
当日議案の一部を抜粋しています。
正会員と維持会員の皆様には令和７年度定時会員総会招集通知を発送しております。お手数ですが「令和７年度定時会員総会　
議案」をご参照いただき、同封のはがきにご記入の上ご返送をいただきますようお願いいたします。なお、当日ご欠席の方は事
前の議決権行使をお願いいたします。

創設 100 周年記念事業へのご寄附のお願い

貸借対照表

-17-

科 目 当年度 前年度 増減

I　資　産　の　部

1．流　動　資　産

現 金 ・ 預 金 4,207,040 3,185,956 1,021,084

貯 蔵 品 40,011 33,273 6,738

キ ャ ン ペ ー ン 品 768,373 687,676 80,697

未 収 入 金 20,600 75,000 △54,400

仮 払 金 0 0 0

流　動　資　産　合　計 5,036,024 3,981,905 1,054,119

２．固　定　資　産

什 器 備 品 3,000 3,000 0

固　定　資　産　合　計 3,000 3,000 0

資　　産　　合　　計 5,039,024 3,984,905 1,054,119

Ⅱ　負　債　の　部

１．流　動　負　債

未 払 金 46,140 42,185 3,955

仮 受 金 193,428 12,313 181,115

流 動 負 債 合 計 239,568 54,498 185,070

２．固　定　負　債

退 職 給 与 引 当 金 0 0 0

固 定 負 債 合 計 0 0 0

負　　債　　合　　計 239,568 54,498 185,070

Ⅲ　正　味　財　産　の　部

一般正味財産

（正味財産期末残高）
4,799,456 3,930,407 869,049

正　味　財　産　合　計 4,799,456 3,930,407 869,049

負債および正味財産合計 5,039,024 3,984,905 1,054,119

貸　借　対　照　表

（令和7年12月31日）                                 （単位円）

◎　附属明細書は、注記に記載した。若しくは明細項目（引当金等明細）が無いため、作成しない。

-14-

　種　　別　　　　　     　概　　要
倶楽部の公益事業の対外的広報のため、内容の更新に努めた。
イベント等の参加申込、終了報告、その他報告事項など更新を行った。

1)「公益財団法人パシフィック・ミュージック・フェスティバル組織委員会」
　川村会長が顧問に就任中。
2) ふるさと会連合会「第２９回産直フェア」（代々木フェア）
3) ほっかいどう応援団会議参加中。                                          　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　                                                                  　　以上

(4) 倶楽部ホームペー
ジ対応

５. 協賛・後援名義
の付与など

損益計算書（正味財産増減計算書）

-16-

令令和和７７年年度度損損益益計計算算書書（（正正味味財財産産増増減減計計算算書書）） 令和７年度　１月１日～１２月３１日

公益事業会

計
法人会計

[T]公益・法人

総計(合計)

前年度決算

令和6年12

月31日

決算増減

（令和7年-令

和6年）

（１）経常収益     [収入]

受取会費

　　（入会金） 20,000 20,000 40,000 35,000 5,000

（正会員会費収入） 832,500 832,500 1,665,000 1,785,000 △120,000

（維持会員会費収入） 1,980,000 1,980,000 3,960,000 4,110,000 △150,000

事業収入 0

　（広告収入） 888,000 0 888,000 2,188,000 △1,300,000

（交流、キャンペーン等収入） 2,240,490 1,688,207 3,928,697 4,211,349 △282,652

受取寄附金（寄附・協賛金） 2,605,000 0 2,605,000 2,576,000 29,000

受取利息 0 5,287 5,287 305 4,982

雑収入 1,188 12,602 13,790 40 13,750

経常収入計（収入高合計） 8,567,178 4,538,596 13,105,774 14,905,694 △1,799,920

（２）経常費用[事業費・管理費] 事業費 管理費

給料手当 2,275,417 1,516,945 3,792,362 4,071,027 △278,665

諸謝金 20,000 0 20,000 15,000 5,000

法定福利費 28,234 18,822 47,056 51,107 △4,051

外注費 2,821,776 159,200 2,980,976 4,152,132 △1,171,156

荷造運賃 30,975 1,130 32,105 38,266 △6,161

会議費 38,500 39,000 77,500 88,000 △10,500

旅費交通費 233,393 18,926 252,319 417,824 △165,505

通信費 561,249 267,265 828,514 946,328 △117,814

会合費 1,687,257 1,491,521 3,178,778 3,599,457 △420,679

消耗品費 196,696 131,670 328,366 356,240 △27,874

修繕費 0 0 0 0 0

新聞図書費 83,920 0 83,920 137,740 △53,820

賃借料 111,670 74,446 186,116 168,304 17,812

雑費 332,634 96,079 428,713 684,032 △255,319

経常費用計（事業費・管理費計） 8,421,721 3,815,004 12,236,725 14,725,457 △2,488,732

145,457 723,592 869,049 180,237 688,812

当期一般正味財産増減額（当期純損益金額） 145,457 723,592 869,049 180,237 688,812

※ 3,930,407 3,750,170 180,237
4,799,456 3,930,407 869,049
4,799,456 3,930,407 869,049

※令和6年度決算の期末残高

 一般正味財産増減の部

経常増減の部

・会費収入は法人会計に５０％振り分けた。(会費規程第

6条)

・給料手当、法定福利費は従事割合 (40%)により、法人

会計に振り分けた。

・通信費の内、電話及びインターネット費用等は使用割

合 (40%)により、法人会計に振り分けた。他は各個別部

門で負担した。

・賃借料は使用割合(40%)により、法人会計に振り分け

た。

・その他諸費用は個別部門に配賦したもの以外は40％

を法人会計に振り分けた。

経

常

費

用

!

事

業

費

・

管

理

費

"

正味財産期末残高

※一般正味財産期首残高
一般正味財産期末残高

経

常

収

益

!

収

入

 

"

財産目録
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（単位円）
科　　　　目 場所・物量等 使用目的等 当年度 前年度 増減

（流　動　資　産）
現 金 ・ 預 金 運転資金として 4,207,040 3,185,956 1,021,084

現金 現金手元有高 0 0 0

預金 普通預金　みずほ銀行町村会館出張所１ 1,876,455 470,005 1,406,450

預金 普通預金　北洋銀行東京支店　 605,202 1,873,880 △1,268,678

預金 普通預金　北海道銀行東京支店 446,942 446,860 82

預金 定期預金　北洋銀行東京支店　 200,000 200,000 0

預金 定期預金　北海道銀行東京支店 100,000 100,000 0

貯金 郵便振替預金 978,441 95,211 883,230

貯 蔵 品 計 在庫として 40,011 33,273 6,738

切手 事務所保管
28,259 23,556 4,703

バッジ対価の使用待ち

切手

はがき 事務所保管 3,222 2,457 765

レターパック 事務所保管 5,530 4,260 1,270 バッジほか送付用

金券（クオカード） 3,000 3,000 0 寄附預かり

キ ャ ン ペ ー ン 品 計 在庫として
768,373 687,676 80,697

キャンペーン用バッジ

等の在庫

ブラウンリボンバッジ 事務所保管 188,280 94,038 94,242

千島桜バッジ 事務所保管 200,133 213,133 △13,000

CD 事務所保管 86,360 86,360 0

新幹線バッジ 事務所保管 293,600 294,145 △545

未 収 入 金 20,600 75,000 △54,400 交流の夕べ会費、年会費再請求

仮 払 金 0 0 0
流　動　資　産　合　計 5,036,024 3,981,905 1,054,119
（固　定　資　産）

什 器 備 品 計 3,000 3,000 0
絵画　西村計雄　「ハイデルベルヒ’６３」 事務所保管（会議室展示） 1,000 1,000 0

絵画　西村貴久子「流氷」 事務所保管（会議室展示） 1,000 1,000 0
絵画　岩船修三「白鳥」 事務所保管（会議室展示） 1,000 1,000 0

電 話 加 入 権 備忘価額 0 0 0
固　定　資　産　合　計 3,000 3,000 0
資　　産　　合　　計 5,039,024 3,984,905 1,054,119
（流　動　負　債）

未 払 金 46,140 42,185 3,955 後納郵便代ほか

仮 受 金 計 193,428 12,313 181,115 雇用保険

内　雇用保険 9,978 12,313 △2,335

流 動 負 債 合 計 239,568 54,498 185,070
（固　定　負　債）

退 職 給 付 引 当 金 0 0 0
固 定 負 債 合 計 0 0 0

負　　債　　合　　計 239,568 54,498 185,070

正　味　財　産　合　計 4,799,456 3,930,407 869,049
負債および正味財産合計 5,039,024 3,984,905 1,054,119
◎　附属明細書は、注記に記載した。若しくは明細項目（引当金等明細）が無いため、作成しない。

財　産　目　録　（令和7年12月31日）                    
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　種　　別　　　　　     　概　　要
１月２４日（金）１８時　ホテルニュー
オータニ　会費 1万５千円
　立食形式にて、約７０名の参加で、キャ
ンペーン「北方領土返還」「地域活性化・
ふるさと納税」「北海道新幹線早期実現」
をテーマに新年交礼会を開催した。
　川村隆会長は、停滞する北方領土返還
運動について「きちんと運動を続けなけ
ればならない。倶楽部も１２月に都内で
行われたアピー
ル行進に参加す
るなど、運動の
中心になって頑
張っている」と
あいさつした。（次第、写真及び会報記事参照）
　
　当倶楽部も一員となっている大会実行委
員会の主催により、２月７日の北方領土の日
に東京・港区のニッショーホールで開催さ
れた。訪米中の石破茂首相はビデオメッセー
ジで、領土返還を実現して平和条約の締結
を目指すと改めて強調した。元島民代表や
全国の返還要求運動団体代表者ら１０００
人が参加し、倶楽部からも間瀬理事ら５人が参加した。

 　北海道倶楽部主催の「交流の夕べ」が８月
４日夜、東京・銀座で開かれた。
　大久保尚武理事長は、「倶楽部は 2年後に
創設百周年を迎える。どんな形で祝うかを今、
倶楽部で検討中だ。積極的な協力をお願いし
たい」と呼びかけた。続いて大野哲弘北海道
東京事務所長から祝辞をいただいた。この後、
約６０人の参加者らは食事を楽しみながら懇
談した。８年ぶりに
銀座ライオン「ビヤ
ホールの日」に合わ
せたサンバ隊が復活
し、パーティを盛り
上げた。（次第、写真及び会報記事参照）
　

令和７年度事業報告
令和７年１月１日から令和７年 12 月 31 日まで

１.キャンペーン推進の
ための事業
（1）新年交礼会
　　　　　1月２４日

（2）令和７年北方領
土返還要求全国大会
　　　　　　　　参加
　　　　　　2月 7日

（3）交流の夕べ
　　　　　　８月４日

北方領土返還・ふるさと納税・北海道新幹線早期実現

令和７年１月２４日（金）１８時～２０時　会場　ホテルニューオータニ　「麗の間」

「ちぎれ千島に雲が飛ぶ（森繁久弥）」の後

１．開会の辞 ～キャンペーンについて 
　　北海道倶楽部会長　　　　川村　隆              

 2．   来賓祝辞
　　北海道　副知事　　　       濱坂　真一 様           
 
 3．来賓ほかのご紹介（敬称略）

 5．乾杯  

　

 （会長）           川村　隆 
　　 　 理事長兼常務理事）　鈴木  秀一  (発声）副（    

修   間本 　     ）有末  真哉長事理副（     

 4.    自治体ご挨拶・広報　
　　札幌市  東京事務所長　 佐藤　美賀 様

 
6．懇談

     
１８：３０　

　積極的な交流（名刺交換など）を願います。

 7．中締め ２０時   上條　努（評議員会議長） 　　　

  令和７年新年交礼会
公益社団法人北海道倶楽部

※ご来場の方は｢ブラウンリボンバッジ」「千島桜バッジ」「新幹線バッジ」の何れかを
お付けいただくよう、お願い申しあげます。（受付で用意しております。4 個 1 組千円）

 

千島桜
キャンペーン

We Love Hokkaido

北海道

新幹線
早期実現

ブラウン
リボンバッジ

北方領土返還
シンボルバッジ

北方領土返還

地 域 活 性 化

地域活性化

       ふるさと納税

３．ご紹介（敬称略）
その場でお声を挙げて下さい。

政党・国会議員（および事務所の代理の方）
参議院議員　　　　  　  鈴木　宗男
参議院議員                         竹谷　とし子

北海道   
北海道　副知事                 濱坂　真一
北海道　東京事務所長    上田　晃弘

札幌市　東京事務所長　佐藤　美賀 

ふるさと会 
北海道ふるさと会連合会　会長  　  新家　鶴男
北海道ふるさと会連合会　副会長    三井　照夫

※　お帰りに「ふうれん田舎餅」（豆餅）をお土産用にご用意しております。是非お持ち帰り下さい。
   （数に限りがございますので、ご了承下さい。）

　   (理事）  　   岡村　進　   間瀬   雅晴

帯広市　東京事務所長　大林　健一

北海道ふるさと会連合会  事務局長 奥山   範夫　　
東京美唄会　　　　　   会長　  鴛海　徹

　   (監事）  　   澤野   正明

　　

　
  1950年に地元の中・高校生が6つの雪像を大通公園に展示したことで始まった

「さっぽろ雪まつり」は、今では国内外から200万人以上が訪れる札幌の冬の一大
イベントです。
    
大通公園会場には北海道倶楽部会員各社様の大雪像の展示もあります。
　例　4丁目　STV広場　「転生したらスライムだった件」
　　　5丁目　道新　雪の広場　「札幌へ駆けるサラブレッド」
　　　7丁目　HBC広場　北海道庁旧本庁舎　～赤れんが庁舎～
　　　8丁目　雪のHTB広場　小樽銀鱗荘
　  　10丁目　UHBファミリーランド　「モンスターワイルズ」　　

会場内にパンフレットを置いておりますので、ご自由にお持ちください

詳細は公式サイトでご覧ください。　　　こちらから→

本年度もふるさと納税をお忘れなく

お土産袋の内容（お忘れなくお持ち帰りください。）
・　夕張市支援のメロン１個
・ サッポロビールからのご案内

御協賛をありがとうございます。

抽
選
を
し
て
決
定
し
ま
す

コードレスクリップファン
（5TF28NG-WH）２０個　　 

ニトリホールディングス レオパレス２１

サッポロライオン

お食事券（5千円相当）　２セット
カレーセット 　  ３セット

　十勝毎日新聞社

レオパレスリゾートCC
ロゴ入りゴルフボール　

計12個
（4スリーブ×3個 ） 

十勝トテッポ工房　
洋菓子詰め合わせ　

2セット

サッポロビール 雪印メグミルク
ナチュラルチーズ×5セット

淡雪、プロボローネ、チェダー（クラッシュ）、
ゴーダ（クラッシュ）   ※内容は変更がある場合があります。

サッポロ黒ラベル　
350ml 6缶パック　１２セット

ポロ黒ラベル　
パック　１２セット

新幹線
札幌開業
早期実現

 

 

   

 

            

ブラウン
リボンバッジ
北方領土返還

千島桜
シンボルバッジ
北方領土返還

キャンペーン

We Love Hokkaido
北方領土返還・ふるさと納税・新幹線札幌開業早期実現

夕張市に支援を

地域活性化

地域活性化

ふるさと納税
ジ

ふ北

　

早早早早早早早早早早早早早早早早早早早早

（開始 18 時 00 分 　開始前に森繁久弥さんの「ちぎれ千島に雲が飛ぶ」を流します。） 
次　第

1.会長挨拶   　大久保　尚武（理事長）

2.祝辞    　大野　哲弘　様（北海道東京事務所長）

3.国会議員、自治体、ふるさと会ほか

　　　　　　　ご紹介（名簿◎印記載の通り　敬省略）

4.新入会会員ご紹介 （名簿〇印記載の通り　敬省略）

5.乾杯（18：15）  　有末　真哉（副理事長） 出席役員全員壇上へお上がり下さい。

6.懇談    （名刺交換を積極的に行って頂きますようにお願いいたします。）

7.アトラクション（18：40）  石原　可奈子 (ピアニスト）　　　　　　

8.抽選会（19：00）　　  　鈴木　秀一（副理事長）  

9.中締め（～20：00）     上條　努（評議員会議長）

    

令和７年　８月 ４ 日（月）銀座クラシックホール

公益社団法人北海道倶楽部
　 第２７回　交流の夕べ　
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　種　　別　　　　　     　概　　要
業を本年度は、下記の広報記事を掲載し広報した。
・北海道東京事務所（大阪・関西万博でアイヌ文化発信、農業体験参加者募集）
・パシフィック・ミュージック・フェスティバル札幌公演
・夕張市のふるさと納税、夕張 Likers!
・北海道根室振興局
・北海道総務部北方領土対策本部
４) 夕張市振興へ協力
　8 月の「交流の夕べ」で夕張振興を訴え、「夕張メロン」を参加者にお土産
として提供し、夕張市の「ふるさと納税」のパンフレットを配布するなどの支
援イベントを行った。

１) ブラウンリボンバッジについて
　北方領土問題の早期解決実現のためには、政府の外交交渉と並行し、それを
後押しする関係者の熱意と実行力が不可欠で、返還運動に関心を持つ方々の応
援団を増やすためには、底辺を拡大し、その輪をさらに 広げることが必要で
ある。そのために、「日常会話に登場する返還運動」へと転換する必要があり、
それを可能にするために、話題のきっかけとなる「きっかけグッズ」の頒布活
動をキャンペーン事業 として推進するものである。
   ブラウンリボンバッジ配布数等は下記の通りである。（配布開始2010年1月）
配布バッジ数累計　48,760 個（無料分を含む）（うち本年度配布 2,191 個）
収入総額 8,063,373 円（発注バッジ総数 45,588 個、発注総額 4,556,322 円）
２) 千島桜バッジについて　「シンボルの花」
　北方領土返還要求運動の新たな展開を図るため、返還要求運動の統一的なシ
ンボルとして、誰もが親しみやすく身近に感じる「花」を選び、北方領土啓発
資材等に「花」をモチーフにしたイラストを使用して、北方領土問題の一層の
啓発を図るとともに世論の結集に努めることを目的に広く道内から公募され
た。倶楽部は道からの呼びかけにより 2013 年 9 月 5 日より千島桜バッジの
頒布を開始した。
　千島桜バッジ配布数等は下記の通りである。（配布開始 2013 年 9 月）
配布バッジ数累計　4,426 個（無料分を含む）（うち本年度配布 116 個）
収入総額 870,580 円（発注バッジ総数 6,000 個、発注総額 574,646 円）
3）「ちぎれ千島に雲が飛ぶ」の CD 配布
　北方 4 島の思いを、故森繁久彌さんが作詞し歌った上記 CD を、北方領土返
還運動に役立ててくださいという、次男の建さんのご厚意で有料配布している。

（送料込み千円）　　累計 482 枚、本年度 0 枚（無料分を含む）
　累計収入金額 388,600 円　本年度収入金額 0 円

１）北海道新幹線札幌駅延伸早期実現推進の意識を高めるための早期実現「新
幹線」バッジを実費で頒布した。
２）趣旨： 北海道新幹線の札幌駅延伸をより早期に実現するためには、「日常

(2) 北方領土返還推進
「ブラウンリボンバッ
ジ」「千島桜バッジ」
キャンペーン

(3) 北海道新幹線早期
実現「新幹線バッジ」
キャンペーン
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３.キャンペーン推進
のための調査研究事業
 特別講演会

４.キャンペーン推進
のためのメディア事業
(1) 北海道情報紙「北
海道 ”NOW”」の配布

(2)「北海道の市と町
と村をご紹介」

(3) 北海道情報ラック
設置

会話に登場する北海道新幹線札幌駅延伸早期実現推進運動」をする必要があり、
それを可能にするために、話題のきっかけとなる「きっかけグッズ」の頒布活
動を事業 として推進するものである。
３）早期実現

2 2 2 2

「新幹線」バッジについて
　絵柄で北海道と新幹線を、文字で北海道と新幹線への想いを表現した。２５
mm サイズのピンバッジである。色は北海道新幹線のイメージ－緑と、情熱・
熱意を表す赤を配色した。北海道新幹線札幌駅延伸早期実現

2 2 2 2

のため、話題の
「きっかけ」グッズとなれば幸いである。交流事業、メディア事業などを活用
し全国に配布した。バッジ配布数等は下記の通りである。（配布開始 2010 年
８月）
配布バッジ数累計  3,477 個（無料分を含む）（うち本年度配布 5 個）
累計収入総額 588,108 円（発注バッジ総数 6,000 個、金額 675,675 円）

（北海道新幹線（新青森ー新函館北斗間）は、平成 28 年 3 月 26 日に開業。
札幌延伸は平成２４年６月工事実施計画が認可され、当初の２０３０年度末開
業予定から大幅に延期され、２０３８年度末になる見通し。）

「 ウクライナの今と今後の日ロ関係の行方」
　北海道倶楽部主催の講演会は、５月２６日、東
京・千代田区の「永田町ほっかいどうスクエア」
で会員外を含め約４０人の聴衆を集めて開かれ
た。講師は北海道新聞東京支社編集局報道セン
ター編集委員の渡辺玲男氏で、上記演題にて講演
し、「停滞する日ロ関係については（現在中止されている）北方墓参の再開が
糸口になる」と述べた。参加者は広く一般を対象とし、会報と倶楽部 HP で告
知をし、参加費は無料とした。

北海道情報紙「北海道 ”NOW”」の配布
　本年度もメディア事業は、北海道情報の北海道外への広報活動を志向した。
第７９８号から第８０８号まで１０００部印刷し発行（毎月 1 日、ただし 2
月 1 日号は休刊）
　会員以外への配布もおこなった。( 北海道情報ラック）HP にも掲載している。
WEB 版として HP 上に掲載することにより、会員外も自由に無料でアクセス
でき、様々な読者層にアピールすることができる。
前掲２.(1)- ２）の通り WEB 版発行。

１８カ所（レストラン、店舗等）設置
北海道関連のパンフレット（「北海道 ”NOW”」の紹介頁の市町村などのもの）

北海道情報紙「北海道 ”NOW”」などを毎月送付し、無償配布。
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（4）交流イベント
　　　    10 月 14 日
　　　（旧道産子の会）

（5）北方領土返還要
　求中央アピール行進
　　　　　　　   参加
　　　　     12 月 1 日

(1) ふるさと納税・地
域振興等キャンペーン

　北海道倶楽部が取り組む「北方領土
返還運動推進」などキャンペーンの推
進を目的とした、「第５９回交流イベ
ント」が 10 月 14 日夜、東京・千代
田区のホテルニューオータニで開かれ
た。会員、会員外を含め約１３０人が
参加した。
　冒頭、大久保尚武理事長が北海道倶
楽部への協力を呼びかけた。国土交通省の石川伸北海道
局長、大野哲弘北海道東京事務所長のご祝辞の後、国会
議員や自治体関係者らが紹介された。
　乾杯後、パシフィック・ミュージック・フェスティバ
ル（PMF）修了生の若手演奏家がイベント開始前と乾杯
後のアトラクションで演奏し、参加者を魅了した。また、
恒例の福引抽選会はイベントを盛り上げた。御協賛社は
４７社に上った。会場の一角にはかつてビザなし交流で北方領土を訪れた会員
らが撮った、数多くの写真が展示された。（次第、写真及び会報記事参照）

　根室管内５市町でつくる「北方領土隣接地域振興対策根室管内市町連絡協議
会」（北隣協）の主催。１９４５年に当時の根室町長が領土返還を陳情したこ
とにちなんだ「返還要求運動原点の日」の１２月１日に毎年開催しており、今
回で１８回目となった。
　今年の行動には、根室管内出身者をはじめ、各都道
府県の返還運動関係者ら約５００人が参加した。参加
者らは京橋公園から常盤橋公園まで約２㎞をデモ行進
した。北海道倶楽部からも川村隆会長、有末真哉副理
事長ら５人が参加した。

１) 北海道 ”NOW"（情報紙・会報）に自治体紹介
　地域振興等キャンペーンに資するため、平成 28 年 3 月号から北海道と協議
し 1 号あたり２自治体の紹介を掲載しているが、今年度は檜山振興局、後志
総合振興局の合計２１市町村を順次掲載した。
２)「北海道の市と町と村をご紹介 Vol. ７」WEB 版発行
　今年度の１年間に北海道 ”NOW" に掲載した
檜山振興局、後志総合振興局の合計２１市町
村を再録し、地域振興等キャンペーンに資する
ため、小冊子 WEB 版（８６頁）として１２月
２６日付で発行し、倶楽部の HP に掲載した。
３) 北海道 ”NOW" インフォメーションに掲載
　地域振興等キャンペーンに資するため、北海道等が主催・共催・後援する事
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国土地理院電子地図より

色丹島 2015 年 8 月

バッジお申込方法 (QRコードを読んでください）

バッジ頒布について
－ 1 週間程度で発送します－　

北方領土返還運動推進バッジ
●「ブラウンリボン」バッジ　●「千島桜」バッジ

        早期実現北海道新幹線バッジ

北方領土返還運動北方領土返還運動
　　　を行っています　　　を行っています

国国
くなしりくなしり

後島後島

択択
えとろふえとろふ

捉島捉島

色色
しこたんしこたん

丹島丹島
歯歯
はぼまいはぼまい

舞諸島舞諸島

北海道倶楽部とは北海道倶楽部とは
　北海道倶楽部は、昭和 2 年に新渡戸稲造博士等によって東京に設立された公益社団
法人です。
　北海道の健全な発展に寄与することを目的とし、北海道等のための広報活動、地域
活性化事業の支援、北方領土返還運動、ふるさと納税等寄附の推進運動、北海道新幹
線早期実現運動などの事業を行っています。

バッジ１組１，０００円（１種類ごと４個一組）
１組ごとに、バッジの種類を明記のうえ、「１０００円分の切手」と「返信先を記入
した 140 円切手を貼った返信封筒」を同封の上、下記住所へ郵送して下さい。（1 組
毎に返信用封筒が必要です。）

文中の URL 部分をクリック
すると WEB が開きます

２.キャンペーン

■  募集目標額　 １億円

■   創設 100 周年記念事業の内容（予定、例）
　・記念式典・記念誌発行 　・歴史展示・記録アーカイブ化 　・記念講演・シンポジウムの開催
　・新たな公益事業（例：人材支援、教育支援プログラムなど）　　　
　・倶楽部の今後の公益目的事業費用の確保（理事会が決定した 10 年を超えない時までを目処に寄附は全て一度「公益充実    
    　資金」に積み立てたうえ、「公益充実資金」から取崩し使用します）

■  ご寄附について
　・寄附は「公益充実資金」に充当し上記創設 100 周年記念事業を含む倶楽部の公益目的事業費用に使わせていただきます。
　・寄附は、そのすべてを倶楽部の公益目的事業に使用するものとします。
　・寄附は「公益充実資金取扱規程」（倶楽部 HP 参照）を適用します。
　・金額：任意　（参考：法人一口　1 ０万円　個人　一口　1 万円）
　・受付期間：令和８年１月１日 ～ 令和９年１２月３１日

■  税制上の優遇措置について
　・公益認定を受けた社団法人は、公益事業推進のため、各種の税制上の優遇措置が設けられています。
　　令和４年９月２６日に租税特別措置法施行令第 26 条の 28 の 2 第 1 項に規定する要件を満たすとして、内閣総理大臣よ　
　　り２回目の「税額控除に係わる証明書」を受けたため、所得控除制度と税額控除制度の選択が出来ます。

●　お申込方法
　・倶楽部ホームページ（http://www.hokkaido-c.or.jp/_jump/ 寄付 / 寄付のお願い .html）に申込書が
　　ございますので、  ご記入の上、ご連絡をお願いいたします。同じページに趣意書を PDF で載せてお
　　ります。詳細はそちらでご確認ください。
　・倶楽部より寄附申込書類の送付をご希望の方はメールか FAX にてお知らせください。

　※正会員の皆様、維持会員のご担当者には既に趣意書と申込書を郵送しております。別途、ご検討に必要な書類（定款、事
　　業報告書、パンフレットなど）がご入用な場合は事務局（hkkd-clb@soleil.ocn.ne.jp) までご連絡をお願いいたします。

　北海道倶楽部は　昭和２年（1927）に新渡戸稲造博士らにより創設され、令和 9 年（2027）に 100 周年という大きな節
目を迎えることとなりました。戦中の休止期を経て昭和 23 年 3 月 6 日に再組織化され、平成 26 年（2014）1 月 6 日に社
団法人から公益社団法人となりました。この記念すべき年を迎えるにあたり、当法人では令和 9 年（2027）から「創設 100 
周年記念事業」を実施し、これまでの活動の成果を振り返るとともに、次の 100 年へとつながる持続可能な公益活動の発展
を目指しております。　つきましては、本記念事業の円滑な実施と、さらなる公益目的事業の充実を図るため、記念事業とし
て公益充実資金を設け、広く皆様からのご寄附をお願いする運びとなりました。

←こちらから
もアクセスで
きます
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作
に
北
洋
銀
行
（
北
海
道
倶
楽
部
会
員
）
が
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
を
立
ち
上
げ
て
参
加
し
た
と
い
う
。
陸
上
自
衛
隊

が
今
回
を
最
後
に
大
雪
像
製
作
を
2
基
か
ら
1
基
に
減
ら
す
た
め
、
代
わ
り
に
同
行
の
行
員
ら
が
来
年
に
向
け
、
技
術
や
ノ
ウ

ハ
ウ
取
得
に
乗
り
出
し
た
の
だ
。
北
洋
銀
は
経
験
者
の
元
自
衛
隊
員
を
新
た
に
採
用
す
る
な
ど
、
円
滑
な
引
き
継
ぎ
に
全
力
を

挙
げ
て
い
る
。（
関
連
記
事
1
面
）

陸
自
の
担
当
２
基
か
ら
１
基
へ

「
代
わ
り
は
私
た
ち
の
手
で
」

　

雪
ま
つ
り

の
目
玉
、
大

雪
像
は
毎
年
、

メ
イ
ン
の
大

通
会
場
に
通

常
5
基
造
ら

れ
る
。
こ
れ

ま
で
2
基
を

担
当
し
て
い

た
陸
自
は
、

国
際
情
勢
の

緊
迫
化
に
よ

る
訓
練
時
間

の
確
保
な
ど

を
理
由
に
昨

年
5
月
、
1

基
に
減
ら
す

こ
と
を
主
催

者
の
札
幌
市

に
申
し
出
た
。

　

陸
自
に
代
わ
っ
て
大
雪
像
製

作
を
買
っ
て
出
た
の
が
北
洋

銀
。「
雪
ま
つ
り
の
規
模
縮
小

は
観
光
に
と
っ
て
よ
く
な
い
」

（
津
山
博
恒
頭
取
）
と
し
て
、

１
基
の
製
作
に
主
体
的
に
関
わ

る
こ
と
を
決
め
た
。

　

同
行
内
で
は
昨
年
7
月
、
早

速
、
雪
ま
つ
り
に
携
わ
る
プ
ロ

ジ
ト
チ
ー
ム
が
発
足
。
メ
ン

バ
ー
は
4
人
で
、
3
人
は
新
た

に
採
用
し
た
元
自
衛
隊
員
と
い

う
。
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
以

外
の
行
員
も
参
加
、
男
女
10
人

が
手
を
挙
げ
た
。

　

雪
ま
つ
り
開
催
前
の
1
月
14

日
。
大
通
公
園
5
丁
目
会
場
で

は
、
普
段
は
ス
ー
ツ
姿
の
行
員

ら
が
、
作
業
服
や
ヘ
ル
メ
ッ
ト

姿
で
雪
を
削
っ
て
い
た
。
こ
の

経
験
は
来
年
の
本
番
で
生
か
さ

れ
る
か
ど
う
か
。

　

チ
ー
ム
リ
ー
ダ
ー
は
「
作
業

は
想
像
以
上
に
緻
密
で
重
労

働
。
製
作
に
は
多
く
の
人
が
携

わ
っ
て
い
る
こ
と
を
感
じ
た
」

と
、
そ
の
難
し
さ
を
話
す
。

　

陸
自
は
大
雪
像
の
製
作

で
、
設
計
や
雪
の
運
搬
な
ど

を
含
め
、
１
基
当
た
り
延
べ

４
０
０
０
人
を
動
員
し
て
い

る
。
こ
の
た
め
同
行
は
今
回
の

経
験
を
踏
ま
え
、
他
企
業
や
団

体
と
の
連
携
を
模
索
。
今
後
、

具
体
的
な
製
作
体
制
を
検
討
し

て
い
く
考
え
だ
。

　

津
山
頭
取
は
「
基
礎
技
術
の

習
得
に
努
め
、
成
功
に
向
け
て

全
力
を
尽
く
し
て
い
き
た
い
」

と
意
欲
を
見
せ
て
い
る
。　

　

北
海
道
・
北
東
北
縄
文
遺
跡

群
の
世
界
遺
産
登
録
か
ら
４
周

年
を
記
念
す
る
「
東
京
フ
ォ
ー

ラ
ム
」
が
1
月
25
日
、
東
京
・

有
楽
町
の
朝
日
ホ
ー
ル
で
開
か

れ
た
。
北
海
道
、
北
東
北
な
ど

の
貝
塚
を
巡
り
講
師
ら
が
講

演
、
会
場
を
埋
め
た
縄
文
フ
ァ

ン
ら
が
熱
心
に
聴
き
入
っ
た
＝

写
真
。

　

北
海
道
、
青
森
県
、
岩
手
県

な
ど
で
構
成
す
る
縄
文
遺
跡
群

世
界
遺
産
本
部
の
主
催
。
縄
文

遺
跡
群
世
界
遺
産
協
会
の
岡
田

康
博
会
長
が
最
新
情
報
を
報
告

し
た
後
、
三
内
丸
山
遺
跡
セ
ン

タ
ー
（
青
森
県
）
の
斉
藤
慶
吏

さ
ん
、
早
稲
田
大
非
常
勤
講
師

の
樋
泉
岳
二
さ
ん
が
、北
海
道
・

北
東
北
、
関
東
の
貝
塚
を
テ
ー

マ
に
講
演
し
た
。

　

こ
の
う
ち
斉
藤
さ
ん
は
北
海

道
、
北
東
北
の
貝
塚
は
「
海
獣

の
骨
が
多
い
の
が
特
徴
」
と
指

摘
。「（
貝
塚
内
で
）
お
墓
も
見

つ
か
っ
て
い
る
」
な
ど
と
話
し

た
。

　

樋
泉
さ
ん
は
全
国
一
の
数
を

誇
る
、
関
東
地
方
の
貝
塚
に
つ

い
て
「
日
本
最
古
で
大
規
模

な
貝
塚
が
、
神
奈
川
県
の
横

須
賀
市
で
発
見
さ
れ
て
い
る
。

９
０
０
０
年
以
上
前
の
土
器
も

見
つ
か
り
、
カ
ツ
オ
や
マ
グ
ロ

の
骨
の
ほ
か
、
釣
り
針
も
出
て

き
た
」
な
ど
と
説
明
し
た
。

　

こ
の
日
の
入
場
者
は
縄
文

フ
ァ
ン
が
多
く
、
熱
心
に
メ
モ

を
と
り
な
が
ら
、
縄
文
ロ
マ
ン

に
思
い
を
は
せ
た
。

　

講
演
後
は
3
講
師
に
加
え
、

道
縄
文
世
界
遺
産
推
進
室
の
村

本
周
三
さ
ん
も
参
加
し
て
パ
ネ

ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
が
行
わ

れ
、「
貝
塚
か
ら
み
え
て
く
る

縄
文
社
会
」
を
テ
ー
マ
に
意
見

を
交
わ
し
た
。

　

札
幌
交
響
楽
団
（
札
響
）

恒
例
の
東
京
公
演
が
2
月
5

日
、
東
京
・
港
区
の
サ
ン
ト

リ
ー
ホ
ー
ル
で
行
わ
れ
、
首

都
圏
の
札
響
フ
ァ
ン
が
透
明

感
の
あ
る
札
響
の
演
奏
を
楽

し
ん
だ
。

　

こ
の
日
演
奏
し
た
の
は
、

武
満
徹
の
「
ア
・
ウ
ェ
イ
・

ロ
ー
ン
Ⅱ
」、
マ
ー
ラ
ー
の

「
さ
す
ら
う
若
人
の
歌
」、
リ

ヒ
ャ
ル
ト
・
シ
ュ
ト
ラ
ウ

ス
の
交
響
詩
「
英
雄
の
生

涯
」
の
3
作
品
。
札
響
首
席

指
揮
者
の
エ
リ
ア
ス
・
グ
ラ

ン
デ
ィ
さ
ん
が
指
揮
を
と
っ

た
。

　

マ
ー
ラ
ー
の
演
奏
で
は
、

バ
リ
ト
ン
で
世
界
的
に
名
声

の
あ
る
ド
イ
ツ
出
身
の
ベ
ン

ヤ
ミ
ン
・
ア
ッ
プ
ル
さ
ん
が

共
演
。
会
場
に
は
、
柔
ら
か

な
響
き
で
魂
の
こ
も
っ
た
歌

声
が
響
き
、
約
１
６
０
０
人

の
聴
衆
を
魅
了
し
た
。

　

エ
リ
ア
ス
・
グ
ラ
ン
デ
ィ

さ
ん
は
昨
年
4
月
、
首
席
指

揮
者
に
就
任
。
ア
カ
デ
ミ
ー

生
と
し
て
過
去
2
回
、
札
幌

で
開
催
さ
れ
る
Ｐ
Ｍ
Ｆ
（
パ

シ
フ
ィ
ッ
ク
ミ
ュ
ー
ジ
ッ

ク
・
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
）
に

参
加
し
た
こ
と
も
。
24
年
に

は
客
演
指
揮
者
と
し
て
Ｐ
Ｍ

Ｆ
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
を
指
揮
し

て
い
る
。

札
響
恒
例
の
東
京
公
演
開
催

首
都
圏
の
フ
ァ
ン
ら
１
６
０
０
人
を
魅
了

栗
山
元
日
ハ
ム
監
督
野
球
殿
堂
へ

栗
山
元
日
ハ
ム
監
督
野
球
殿
堂
へ

日
本
代
表
監
督
と
し
て
世
界
一
も

「
こ
れ
か
ら
も
野
球
の
た
め

し
っ
か
り
頑
張
り
ま
す
」

　

野
球
殿
堂
博
物
館
は
1
月
15

日
、今
年
の
野
球
殿
堂
入
り
に
、

２
０
２
３
年
の
Ｗ
Ｂ
Ｃ
で
3
度

目
の
優
勝
を
果
た
し
た
、
元
プ

ロ
野
球
北
海
道
日
本
ハ
ム
監
督

の
栗
山
英
樹
さ
ん
（
64
）
＝
写

真
、
北
海
道
新
聞
社
提
供
、
空

知
管
内
栗
山
町
在
住
＝
を
選
ん

だ
と
、
発
表
し
た
。

　

栗
山
さ
ん
は
、
指
導
者
と
し

て
の
実
績
も
考
慮
す
る
競
技
者

表
彰
の「
エ
キ
ス
パ
ー
ト
表
彰
」

で
殿
堂
入
り
が
決
ま
っ
た
。

　

栗
山
さ
ん
は
「
こ
れ
か
ら
の

野
球
人
の
た
め
に
、
し
っ
か
り

働
き
な
さ
い
、
と
い
う
賞
だ
と

思
っ
て
い
る
。
感
謝
を
忘
れ

ず
、
こ
れ
か
ら
も
野
球
の
た
め

に
精
い
っ
ぱ
い
頑
張
っ
て
い
き

た
い
」
と
話
し
た
。

　

東
京
都
出
身
。１
９
８
４
年
、

ド
ラ
フ
ト
外
で
東
京
学
芸
大
か

ら
ヤ
ク
ル
ト
に
入
団
し
、
89
年

に
外
野
手
で
ゴ
ー
ル
デ
ン
グ
ラ

ブ
賞
を
受
賞
。
7
年
間
、
現
役

生
活
を
送
っ
た
。
２
０
１
２
年

か
ら
は
日
ハ
ム
の
監
督
に
就

任
、
同
年
パ
リ
ー
グ
を
制
覇
、

16
年
に
は
日
本
一
に
輝
い
た
。

　

そ
の
後
、
日
本
代
表
監
督
に

就
き
、
米
大
リ
ー
グ
・
エ
ン
ゼ

ル
ス
（
当
時
）
の
大
谷
翔
平
選

手
ら
を
率
い
て
、
3
大
会
ぶ
り

に
世
界
一
を
達
成
し
た
。
現
在

は
日
ハ
ム
の
チ
ー
フ
・
ベ
ー
ス

ボ
ー
ル
・
オ
フ
ィ
サ
ー
（
Ｃ
Ｂ

Ｏ
）。

縄
文
遺
跡
群
で
東
京
フ
ォ
ー
ラ
ム

世
界
遺
産
登
録
４
周
年
で

大
雪
像
製
作
現
場
で
ノ
ウ
ハ
ウ
を
学
ぶ
北
洋
銀

の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
＝
１
月
14
日
、
北
海

道
新
聞
社
提
供

ｗ
Ｂ
Ｃ
優
勝
を
祝
い
栗
山
町

内
で
パ
レ
ー
ド
に
参
加
す
る

栗
山
さ
ん
＝
２
０
２
３
年
６

月
、
北
海
道
新
聞
社
提
供

札
響
と
共
演
す
る
バ
リ
ト
ン
の 

ベ
ン
ヤ
ミ
ン
・
ア
ッ
プ
ル
さ
ん

（
Ⓒ
堀
田
力
丸
さ
ん
撮
影
）
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喜
茂
別
町
は
、
羊
蹄
山
の
麓

に
広
が
る
自
然
環
境
と
、
農
業

を
基
盤
と
し
た
暮
ら
し
が
息
づ

く
ま
ち
で
す
。
国
道
２
３
０
号

線
と
国
道
２
７
６
号
線
が
交
差

し
後
志
地
域
と
胆
振
地
域
を
結

ぶ
交
通
の
要
衝
と
し
て
重
要
な

役
割
を
果
た
し
て
き
ま
し
た
。　

　

周
辺
に
は
ス
ノ
ー
リ
ゾ
ー
ト

を
有
す
る
町
村
が
あ
る
一
方

で
、
喜
茂
別
町
内
に
は
田
園
風

景
が
広
が
り
、
自
然
と
人
の
営

み
が
調
和
し
た
落
ち
着
い
た
生

活
環
境
が
保
た
れ
て
い
ま
す
。

○
ア
ス
パ
ラ
ガ
ス
本
格
栽
培
発

祥
の
地

　

喜
茂
別
町
は
、
北
海
道
に
お

い
て
ア
ス
パ
ラ
ガ
ス
の
本
格
的

な
栽
培
が
始
ま
っ
た
地
と
し
て

広
く
知
ら
れ
て
い
ま
す
。
冷
涼

な
気
候
と
水
は
け
の
良
い
土
壌

条
件
を
生
か
し
、
早
く
か
ら
ア

ス
パ
ラ
ガ
ス
栽
培
に
取
り
組
ん

で
き
ま
し
た
。
長
年
に
わ
た
り

培
わ
れ
た
栽
培
技
術
は
現
在
も

受
け
継
が
れ
て
お
り
、
品
質
の

高
い
ア
ス
パ
ラ
ガ
ス
は
町
を
代

表
す
る
特
産
品
と
な
っ
て
い
ま

す
。

　

ま
た
、
基
幹
作
物
で
あ
る
じ

ゃ
が
い
も
、
て
ん
菜
、
豆
類
を

中
心
に
、
ブ
ロ
ッ
コ
リ
ー
、
ト

マ
ト
、
メ
ロ
ン
な
ど
多
様
な
作

物
の
生
産
に
も
取
り
組
み
、
農

業
の
振
興
と
地
域
経
済
の
発
展

を
支
え
て
い
ま
す
。

○
き
も
べ
つ
夏
ま
つ
り

　

町
の
夏
を
彩
る
恒
例
行
事
と

し
て
、
毎
年
お
盆
前
の
土
日
に

「
き
も
べ
つ
夏
ま
つ
り
」
が
開

催
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

地
域
住
民
は
も
と
よ
り
、
帰

省
者
や
来
訪
者
も
参
加
し
、
世

代
を
超
え
た
交
流
が
生
ま
れ
る

イ
ベ
ン
ト
で
す
。
会
場
で
は
ス

テ
ー
ジ
イ
ベ
ン
ト
や
町
内
外
の

団
体
に
よ
る
出
店
や
さ
ま
ざ
ま

な
催
し
が
行
わ
れ
、
町
の
に
ぎ

わ
い
創
出
と
地
域
の
一
体
感
の

醸
成
に
つ
な
が
っ
て
い
ま
す
。

○
郷
の
駅
ホ
ッ
と
き
も
べ
つ
を

活
用
し
た
イ
ベ
ン
ト
（
し
り
べ

し
結
愛
フ
ェ
ア
）

　

国
道
２
３
０
号
線
と
国
道

２
７
６
号
線
が
交
差
す
る
喜
茂

別
町
の
「
郷
の
駅
ホ
ッ
と
き
も

べ
つ
」
を
会
場
に
、
春
と
秋
の

年
２
回
「
し
り
べ
し
結
愛
（
ゆ

う
あ
い
）
フ
ェ
ア
」
が
開
催
さ

れ
て
い
ま
す
。

　

イ
ベ
ン
ト
で
は
、
喜
茂
別
町

を
中
心
に
後
志
管
内
の
町
や
観

光
協
会
お
よ
び
事
業
者
が
、
自

慢
の
特
産
品
を
販
売
し
て
い
ま

す
。

〇
町
の
イ
メ
ー
ジ
キ
ャ
ラ
ク
タ

ー
『
ウ
サ
パ
ラ
く
ん
』

　

ウ
サ
パ
ラ
く
ん
は
喜
茂
別
産

の
ア
ス
パ
ラ
ガ
ス
の
耳
を
持

つ
、
ウ
サ
ギ
に
似
た
生
き
も
の

で
、
喜
茂
別
町
の
ど
こ
か
に
住

ん
で
い
ま
す
。

　

右
耳
は
グ
リ
ー
ン
、
左
耳
が

ホ
ワ
イ
ト
の
ア
ス
パ
ラ
ガ
ス
で

で
き
て
い
ま
す
。

 　

喜
茂
別
町
は
、
北
海
道
の
中

央
南
西
部
、後
志
（
し
り
べ
し
）

管
内
の
東
南
部
に
位
置
し
、
札

幌
市
と
洞
爺
湖
町
を
結
ぶ
国
道

２
３
０
号
線
と
、
苫
小
牧
市
と

倶
知
安
町
を
結
ぶ
国
道
２
７
６

号
線
が
町
内
で
交
差
す
る
交
通

の
要
衝
で
す
。
東
西
24
・
３
㎞
、

南
北
18
・
８
㎞
の
町
域
を
持
ち
、

総
面
積
は
１
８
９
・
51
㎢
に
及

び
ま
す
。
そ
の
約
77
・
０
％
を

林
野
が
占
め
る
自
然
豊
か
な
山

間
農
業
地
域
で
あ
り
、
山
々
と

河
川
に
囲
ま
れ
た
地
形
が
、
喜

茂
別
町
な
ら
で
は
の
景
観
と
暮

ら
し
を
形
づ
く
っ
て
い
ま
す
。

○
羊
蹄
山
（
よ
う
て
い
ざ
ん
）

　

町
の
象
徴
で
あ
る
羊
蹄
山

は
、
標
高
１
，
８
９
８
ｍ
の
成

層
火
山
で
、
日
本
百
名
山
の
一

つ
に
数
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
端

正
な
円
錐
形
の
山
容
か
ら
「
蝦

夷
富
士
（
え
ぞ
ふ
じ
）」
と
も

称
さ
れ
、
後
志
地
域
を
代
表
す

る
ラ
ン
ド
マ
ー
ク
で
す
。

　

喜
茂
別
町
か
ら
望
む
羊
蹄
山

は
、
裾
野
が
大
き
く
広
が
り
、

山
の
雄
大
さ
を
間
近
に
感
じ
ら

れ
る
点
が
特
徴
で
す
。
春
は
残

雪
と
新
緑
の
コ
ン
ト
ラ
ス
ト
、

夏
は
深
い
緑
に
包
ま
れ
た
姿
、

秋
は
紅
葉
、
冬
は
白
銀
の
世
界

と
、
四
季
折
々
に
異
な
る
表
情

を
見
せ
、
訪
れ
る
人
々
に
強
い

印
象
を
残
し
ま
す
。
登
山
者
だ

け
で
な
く
、
写
真
撮
影
や
ド
ラ

イ
ブ
を
目
的
と
し
た
来
訪
者
も

多
く
、
町
の
観
光
資
源
の
核
と

な
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
中
里
ビ
ュ
ー
ポ
イ
ン

ト
パ
ー
キ
ン
グ（
牧
場
タ
カ
ラ
）

か
ら
望
む
羊
蹄
山
は
、
前
方
に

位
置
す
る
尻
別
岳
と
「
双
子
羊

蹄
」
と
称
さ
れ
、
喜
茂
別
町
で

し
か
見
る
こ
と
が
で
き
な
い
唯

一
の
眺
望
で
す
。

○
道
の
駅 

望
羊
中
山

　

国
道
２
３
０
号
線
沿
い
、
中

山
峠
（
な
か
や
ま
と
う
げ
）
に

位
置
す
る
「
道
の
駅 

望
羊
中

山（
ぼ
う
よ
う
な
か
や
ま
）」は
、

喜
茂
別
町
を
代
表
す
る
観
光
拠

点
で
す
。
名
前
の
と
お
り
羊
蹄

山
を
望
む
展
望
ス
ペ
ー
ス
か
ら

は
、
雄
大
な
自
然
景
観
を
楽
し

む
こ
と
が
で
き
、
ド
ラ
イ
バ
ー

や
観
光
客
の
休
憩
地
点
と
し
て

広
く
利
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

館
内
の
売
店
で
は
、
町
内
を

は
じ
め
と
す
る
後
志
地
域
の
農

産
物
や
加
工
品
が
販
売
さ
れ
、

地
域
の
食
の
魅
力
を
発
信
し
て

い
ま
す
。
食
事
処
で
は
、
地
元

食
材
を
使
用
し
た
メ
ニ
ュ
ー
が

提
供
さ
れ
、
観
光
と
食
を
同
時

に
楽
し
め
る
施
設
と
し
て
親
し

ま
れ
て
い
ま
す
。

○
中
山
峠
名
物
「
あ
げ
い
も
」

　

北
海
道
を
代
表
す
る
ド
ラ

イ
ブ
ス
ポ
ッ
ト
、
中
山
峠
の

名
物
と
し
て
全
国
的
に
知
ら
れ

て
い
る
の
が
、「
峠
の
あ
げ
い

も
」
で
す
。
じ
ゃ
が
い
も
を
丸

ご
と
使
っ
た
「
あ
げ
い
も
」
は
、

峠
を
行
き
交
う
ド
ラ
イ
バ
ー
や

観
光
客
に
と
っ
て
定
番
グ
ル
メ

と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
「
あ
げ
い
も
」
の
歴
史
は
古

く
、
昭
和
時
代
に
地
元
有
志
に

よ
っ
て
考
案
さ
れ
、
中
山
峠
の

休
憩
地
点
で
提
供
さ
れ
る
よ
う

に
な
り
ま
し
た
。
素
朴
で
あ
り

な
が
ら
満
足
感
の
あ
る
味
わ
い

は
瞬
く
間
に
評
判
と
な
り
、
今

で
は
年
間
30
万
本
以
上
が
販
売

さ
れ
る
人
気
商
品
と
な
り
ま
し

た
。

　

長
距
離
ド
ラ
イ
ブ
で
冷
え
た

身
体
を
温
め
る
一
品
と
し
て
、

ま
た
地
元
の
ジ
ャ
ガ
イ
モ
の
美

味
し
さ
を
ス
ト
レ
ー
ト
に
味
わ

え
る
郷
土
食
と
し
て
幅
広
い
世

代
に
支
持
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま

た
、文
化
的
価
値
を
評
価
さ
れ
、

文
化
庁
の「
１
０
０
年
フ
ー
ド
」

に
も
認
定
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

○
郷
の
駅 

ホ
ッ
と
き
も
べ
つ

　
「
郷
の
駅 

ホ
ッ
と
き
も
べ

つ
」
は
、
町
内
で
生
産
さ
れ
た

農
産
物
や
加
工
品
の
販
売
所
や

飲
食
テ
ナ
ン
ト
を
有
す
る
観
光

施
設
で
す
。
生
産
者
が
丹
精
込

め
て
育
て
た
野
菜
や
特
産
品
が

並
び
、
消
費
者
と
生
産
者
を
つ

な
ぐ
交
流
の
場
と
し
て
の
役
割

も
担
っ
て
い
ま
す
。
季
節
ご
と

の
旬
の
味
覚
に
出
会
え
る
こ
と

か
ら
、
観
光
客
の
み
な
ら
ず
地

域
住
民
に
も
親
し
ま
れ
て
お
り

ま
す
。

　

ま
た
、飲
食
コ
ー
ナ
ー
で
は
、

喜
茂
別
町
の
農
業
と
暮
ら
し
を

身
近
に
感
じ
ら
れ
ま
す
。

○
尻
別
川
・
喜
茂
別
川
周
辺
の

自
然

　

町
内
を
流
れ
る
尻
別
川
本
流

と
支
流
の
喜
茂
別
川
は
、
町
の

自
然
環
境
を
象
徴
す
る
存
在
で

す
。
両
河
川
の
合
流
付
近
に
は

沖
積
平
野
が
広
が
り
、
市
街
地

や
良
好
な
農
耕
地
が
形
成
さ
れ

て
い
ま
す
。
川
沿
い
の
穏
や
か

な
風
景
と
周
囲
の
山
々
が
織
り

な
す
景
観
は
、
喜
茂
別
町
な
ら

で
は
の
落
ち
着
い
た
雰
囲
気
を

生
み
出
し
て
お
り
、
散
策
や
ド

ラ
イ
ブ
を
通
じ
て
自
然
の
豊
か

さ
を
感
じ
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。

○
シ
ー
ニ
ッ
ク
バ
イ
ウ
ェ
イ 

ビ
ュ
ー
ポ
イ
ン
ト

　

喜
茂
別
町
を
通
過
す
る
国
道

２
３
０
号
線
は
、
シ
ー
ニ
ッ
ク

バ
イ
ウ
ェ
イ
に
指
定
さ
れ
て
お

り
、
沿
線
に
は
相
川
ビ
ュ
ー
ポ

イ
ン
ト
パ
ー
キ
ン
グ
が
あ
り
ま

す
。
ビ
ュ
ー
ポ
イ
ン
ト
パ
ー
キ

ン
グ
か
ら
の
眺
望
を
守
る
た

め
、
町
内
の
団
体
に
よ
っ
て
草

刈
り
や
ゴ
ミ
拾
い
が
行
わ
れ
て

い
ま
す
。

　

相
川
ビ
ュ
ー
ポ
イ
ン
ト
パ
ー

キ
ン
グ
か
ら
望
む
羊
蹄
山
の
雄

姿
、
広
が
る
田
園
風
景
、
な
だ

ら
か
な
丘
陵
と
山
並
み
は
、
北

海
道
な
ら
で
は
の
ス
ケ
ー
ル
感

あ
ふ
れ
る
景
観
を
楽
し
ま
せ
て

く
れ
ま
す
。
ま
っ
す
ぐ
に
伸
び

る
道
路
の
先
の
羊
蹄
山
は
、
春

夏
秋
冬
、
さ
ら
に
は
朝
夕
や
天

候
に
よ
っ
て
も
表
情
が
変
わ

り
、
同
じ
道
を
何
度
走
っ
て
も

新
た
な
発
見
が
あ
り
ま
す
。
移

動
そ
の
も
の
が
観
光
体
験
と
な

る
ド
ラ
イ
ブ
コ
ー
ス
と
し
て
、

多
く
の
人
に
親
し
ま
れ
て
い
ま

す
。

観
光
ス
ポ
ッ
ト

観
光
ス
ポ
ッ
ト

市
町
村
か
ら

市
町
村
か
ら

●お問い合わせ　喜茂別町役場　
〒０４４－０２９２　北海道虻田郡喜茂別町字喜茂別１２３番地
ＴＥＬ：０１３６－３３－２２１１　ＦＡＸ：０１３６－３３－３５７７

E-mail：machi@town.kimobetsu.lg.jp
公式ホームページ：https://www.town.kimobetsu.hokkaido.jp/

※
掲
載
さ
れ
て
い
る
イ
ベ
ン
ト
情
報
は
諸
事
情
に
よ
り
開
催
日
程
の
変
更
、
中
止
の
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

喜き
も
べ
つ
茂
別
町
の
ご
紹
介

　

喜
茂
別
町
は
、
定
住
人
口
の

増
加
を
図
り
、
将
来
に
わ
た
っ

て
持
続
可
能
な
ま
ち
づ
く
り
を

進
め
る
た
め
、
定
住
促
進
の
取

組
を
行
っ
て
い
ま
す
。「
喜
茂

別
町
定
住
促
進
基
本
条
例
」
に

基
づ
き
、
移
住
・
定
住
希
望
者

が
安
心
し
て
新
た
な
生
活
を
始

め
ら
れ
る
よ
う
、
生
活
、
仕
事
、

住
ま
い
、
子
育
て
の
各
分
野
で

支
援
制
度
を
整
え
て
い
ま
す
。

○
新
規
就
業
促
進
事
業

　

町
内
で
新
た
に
起
業
又
は
新

た
な
事
業
を
行
う
た
め
、
事
業

開
始
時
に
必
要
と
な
る
経
費
の

一
部
を
補
助
す
る
制
度
を
設
け

て
い
ま
す
。
地
域
産
業
の
担
い

手
確
保
と
雇
用
創
出
を
目
的
と

し
、
町
内
で
の
安
定
し
た
就
労

や
事
業
展
開
を
後
押
し
し
て
い

ま
す
。

・
補
助
額
等　

開
業
時
に
必
要

と
す
る
経
費
の
2
分
の
1
以
内　

上
限
２
５
０
万
円

○
高
校
通
学
費
補
助
事
業

　

羊
蹄
山
麓
町
村
に
所
在
す
る

高
等
学
校
へ
通
学
す
る
生
徒
の

保
護
者
を
対
象
に
、
通
学
に
要

す
る
費
用
の
一
部
を
補
助
し
て

い
ま
す
。
教
育
環
境
の
選
択
肢

を
広
げ
る
と
と
も
に
、
子
育
て

世
帯
の
経
済
的
負
担
軽
減
を
図

っ
て
い
ま
す
。

・
補
助
額
等　

バ
ス
定
期
券
の

2
分
の
1
以
内
。(

第
2
子
以

降
は
全
額)

○
民
間
賃
貸
住
宅
家
賃
助
成
事

業
、住
宅
取
得
促
進
補
助
事
業
・

住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
支
援
補
助
事

業
　

定
住
を
促
進
す
る
た
め
、
民

間
賃
貸
住
宅
に
入
居
す
る
世
帯

へ
の
家
賃
助
成
制
度
や
、
住
宅

の
新
築
や
取
得
、
既
存
住
宅
の

リ
フ
ォ
ー
ム
に
対
す
る
支
援
を

行
い
、
住
ま
い
の
確
保
を
多
角

的
に
支
援
し
て
い
ま
す
。

・
民
間
賃
貸
住
宅
家
賃
助
成
事

業
の
補
助
額
等　

家
賃
の
月
額

か
ら
2
万
円
を
控
除
し
た
額
の

2
分
の
1
以
内
。上
限
2
万
円
。

○
子
育
て
応
援
お
祝
い
事
業

　

子
の
保
護
者
に
対
し
て
、
子

ど
も
の
誕
生
や
成
長
の
節
目
を

祝
う
支
援
を
実
施
し
、
安
心
し

て
子
育
て
が
で
き
る
環
境
づ
く

り
を
進
め
て
い
ま
す
。

・
令
和
２
年
４
月
以
降
に
出
生

し
た
お
子
さ
ん
の
保
護
者
の
方

へ
、
お
祝
い
金
・
記
念
品
を
お

渡
し
し
て
お
り
ま
す
。
ま
た
、

令
和
３
年
４
月
小
学
校
入
学
の

学
年
か
ら
、
小
学
校
入
学
時
に

お
祝
い
品
を
お
渡
し
し
て
お
り

ま
す
。

移
住
等
に
つ
い
て

移
住
等
に
つ
い
て

羊
蹄
山
の
麓
、
農
業
と
自
然
、

  
そ
し
て
人
の
営
み
が
息
づ
く
ま
ち 

喜
茂
別
町

喜茂別町へのアクセス

（
特
産
品
の
ア
ス
パ
ラ
ガ
ス
）

　

喜
茂
別
町
の
ふ
る
さ
と
納
税
は
、
町
の
将
来
を
見
据
え
た
ま

ち
づ
く
り
を
支
え
る
重
要
な
財
源
と
し
て
活
用
さ
れ
て
い
ま

す
。
寄
附
金
は
、
次
世
代
を
担
う
人
々
に
対
す
る
事
業
、
環
境

の
整
備
に
関
す
る
事
業
、
ま
ち
づ
く
り
推
進
の
た
め
の
事
業
、

地
域
経
済
の
発
展
の
た
め
の
事
業
、
子
ど
も
の
教
育
の
充
実
に

関
す
る
事
業
、
子
育
て
支
援
体
制
の
充
実
に
関
す
る
事
業
、
そ

の
他
町
長
が
認
め
る
事
業
に
充
て
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

町
内
の
ク
レ
ー
ド
ル
興
農
で
生
産
さ
れ
て
い
る
コ
ー
ン
缶

は
、
年
間
を
通
じ
て
一
番
人
気
の
返
礼
品
で
す
。
喜
茂
別
町
を

は
じ
め
周
辺
の
市
町
村
で
育
て
ら
れ
た
と
う
も
ろ
こ
し
を
使
用

し
、
素
材
本
来
の
甘
さ
と
風
味
を
生
か
し
て
丁
寧
に
加
工
さ
れ

て
い
ま
す
。
保
存
性
と
使
い
や
す
さ
に
優
れ
、
家
庭
料
理
は
も

ち
ろ
ん
、
贈
答
用
と
し
て
も
高
い
評
価
を
得
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
ア
ス
パ
ラ
ガ
ス
や
メ

ロ
ン
、
ト
マ
ト
や
じ
ゃ
が
い
も

な
ど
の
羊
蹄
山
麓
で
育
っ
た
新

鮮
な
農
作
物
や
、
喜
茂
別
町
で

育
っ
た
豚
肉
な
ど
の
返
礼
品
も

人
気
で
す
。
ふ
る
さ
と
納
税
を

通
じ
て
、
町
の
農
業
の
魅
力
と

生
産
者
の
想
い
が
全
国
に
届
け

ら
れ
て
い
ま
す
。

ふ
る
さ
と
納
税

ふ
る
さ
と
納
税

（会場の「郷の駅 ホッと
きもべつ」）

URL：https : / /www. town .k imobetsu .
hokkaido.jp/town/detail.php?content=115


